
通りの魅力や空間
づくりについて、商
店街や個店などとの
連携のあり方を検証
する。

茨木 みちクル プロジェクト（仮）

取組の趣旨

茨木市では、市の中心部を日常的により多くの人が訪れ、滞在し、活動したくなるような “まちな
か”にしていくため、新施設「おにクル」や両駅などの各拠点を結ぶメインストリートである中央通
り・東西通りをより魅力的なものにしていく取組みを進めています。

令和３年度にはメインストリートの将来像を検討するワークショップを行いました。そこで検討し
た将来像をもとに、今年度、社会実験を実施し、将来像の具現化や実現にあたっての課題の整理など
を行う予定です。

魅力的なメインストリートづくりについて、沿道の皆さまと一緒に取り組んでいきたいと考えてい
ます 。

令和３年度のワークショップで検討した通りの将来像（ストリートイメージ）

①人と人との“ワン・コミュニケーション”を
楽しめるストリート

②沿道の賑わいや季節を感じ、“ワクワク”が高まり
歩きたくなるストリート

③まちなかの個性がつながり、
“ふらっと”歩き回りたくなるストリート

気軽に立ち寄れるオープンなお店の店先やゆっくり滞在できる空間で、ささやかなコ
ミュニケーションが自然と生まれ、通りを行き来する人のゆとりや豊かさを感じることの
できるストリート

自然や季節、お店の賑わいなどを感じながら、新施設などの目的地に向けて気分が高ま
るストリート

④ゆったり並んで、安心・安全に歩きやすいストリート

周辺の商店街や施設、東西軸と交差する路地など、まちなかの多様な個性がつながり、
歩き回りたくなる起点となるストリート

２人並んで歩いたり、子どもからお年寄りまで車や自転車を気にせず、安心して歩ける
安全なストリート

実施概要

日程：2022年11月上旬
（期間は各所との協議等により設定）

主催：茨木市・趣旨に賛同頂ける沿道関係者
会場：中央通り・東西通り(メインストリート)
内容：通りの将来像の実現につながる取組み

中央通り・東西通り社会実験2022

社会実験の対象範囲

つな

人が主役になり、まちの魅力を“次ぐ”2つのメインストリート

ワークショップで
検討したコンセプト
等による空間を具体
化し、通りのあり方
について検証する。

めざすべき将来コンセプト

ストリートイメージ

お店の認知度や
集客性の向上

想定される沿道の皆さまへの効果

社会実験を通してストリートイメージ
の具体的なシーンを創出することで、沿
道景観の賑わい創出や通りの一体感づく
りを目指します。
そうした景観づくりを通して、沿道の

皆さまにとっても集客性の向上や認知度
の向上等への効果につながると考えてい
ます。

賑わいの創出
魅力的なメインストリートを一緒につくりませんか？

安心・安全

スポットづくり
滞在空間

通り全体での魅力
的な雰囲気づくり

通りから
まち全体へ

①通りとしての将来像の見える化 ②沿道関係者との協働による空間づくり

社会実験のねらい

茨木市役所 阪急茨木市駅

JR茨木駅

中央通り

新市民会館

元
茨
木
川
緑
地 東西通り

通りとしての
一体感づくり

お店の魅力向上

＜店舗の場合＞
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統一したデザインツールの設置などを通して、通りとしての一体感や統一感を創出する。

立て看板による統一した通りの演出

店前の立て看板のデザインや素材を揃えることで、
通りとしての統一感を向上させる。

通りの一体感の演出

統一したデザインによるバナー設置を店先など
に設置することで、通りの一体感の演出する。

花やみどりによる通りの演出

プランターを設置するなどして、花で通
りを演出する。

“がんばる
ぞ”とス

イッチが入
る通り

2人並んで
会話しながら

歩ける
安心安全な道

景観的な
統一感

にぎ
わい

そこに行
けば
誰かに
会える

自然と生まれ
るささやかな
コミュニケー

ションゆったり・
休憩できる

場所

ゆとりや
豊かさの
ある道に

ふらっと
立ち
寄れる

回遊性

入りやすく
楽しく食事が
できるお店

ガラス張りで
中で何をやっ
ているか
分かるお店

エリア全体
で楽しい
空間

④
ゆったり
並んで、
安心・安全
に歩き
やすい

目的地へ
向かう道の途
中からワクワ
クできる通り

自然に
“触れる”
季節を
“感じる”

市では下記のような取り組みを想定しています。

将来像の実現に向けた取組イメージ（案）

つな

人が主役になり、まちの魅力を“次ぐ”2つのメインストリート

店舗利用者のほか、通りを行き来する人などが利用できるテラス席の設置などにより、通りの賑わいを創出する。

歩道を活用してのイス・
テーブル設置

民地内でのイス・テーブル等の設置

店先でのワゴン販売やショーケースを置くことで、お店
の個性が道に表れ、歩いて楽しい通りの演出やまちの回遊
性向上につなげる。

共通のデザインのミニ
フラッグを店先へ掲出

（イメージ）
店舗の前に素材等を統
一した立て看板を設置

店先での商品展示店先でのワゴン販売
（イメージ）

店舗前に設置した、だれでも利用
可能なイス・テーブルの設置例

（仙台市・定禅寺通り）

自転車道のサイン設置

歩行者と自転車の錯綜をな
くすために、自転車通行帯
の利用を促すサインを設置

バス停付近などの情報発信

バス停等にイベント情報や
地域情報を発信する掲示板
等を設置し、回遊性の向上
を図る

東駅前公園の休憩スペース

公園入口と歩道部分での休
憩スペースの創出による歩
行者の利便性向上と通りの
演出

取組１ 店舗の賑わいのにじみ出しによる通りの演出

取組２ 通りの統一感の創出 取組３ 店先のポップアップ

行政が行う取組イメージ

②
沿道の賑わい
や季節を感じ、
“ワクワク”が
高まり歩きたく

なる

③
まちなかの

個性がつながり
“ふらっと”歩き
回りたくなる

めざすべき将来コンセプト

①
人と人との
“ワン・コ
ミュニケー
ション”を楽
しめる
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